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令和６年度は、ウッドラボ池田の事業で、昨年
度講師を招き１２回にわたり広葉樹を活用した商
品開発やマネジメントの検討を行いました。地元
材の特性を生かした商品づくりの方向性を整理し、
今後の展開を見据えています。
また、二十祭の式典では、ウッドラボ製の木製
時計を新成人に贈り、池田の木の魅力を感じても
らいました。
（表紙：ウッドラボのみなさん、左より
　　　小林さん、内藤工房長、谷口さん）



第 回4 臨時会
令和7年8月29日

第４回臨時会が８月２９日に開催され、
全議案可決されました。

○第４回臨時会
・水海第二小水力発電所整備に向けた調査設計������������������������ 2,605万円
・ほっとプラザ駐車場太陽光発電設備設置工事������������������������� 2,264万円
・広瀬地区雪崩防護柵復旧工事��������������������������������������������������� 2,830万円

千円以下切り捨て

主 事 業な

町長施政方針及び諸事の報告

人口減少が進む中にあって、いかに人の
数に頼らない仕組み、小数にふさわしい社会、
経済、生産、生活をどのように作っていくのか
を探求してきた。
その結論としては、住民自治の高度化を図

るとともに、自助、公助、共助の分担と連携を
基に、内発的地域づくりへの取り組みこそ、そ
の答えがあると認識し、各種の支援事業を実
施してきた。
自発的で内発的な取り組みを始めることは、

容易ではない中、近年の町内の動向では、土
地改良事業を機会とした取り組みが芽を出し
始めている。
下地区（清水谷集落を中心とした）での取り

組み、水海集落での活性化委員会の設置、ま
た水面下では、上荒谷集落、板垣集落、更に

は旧下池田集落においても危機意識とともに
協議の始まりを見せているとのことである。
そしてこの度、角間郷地区においてはガバ

メント（統治）からガバナンス（協治）をテーマに
「角間郷地区地域運営組織」が設立され、地
域を支える新たな地域自治を目指す決議がな
されたとのことである。
町としては、これらの取り組みや活動に積極

的な支援を図ると共に、これらの地域活動が
他の集落や地域への波及についても支援や助
言を継続して行いたいと考えている。

池田町内の内発的地域づくりへの取り組みについて

議案第46号 令和７年度 池田町一般会計補正予算（第５号）
…7,989万2千円を追加し、予算の総額を47億1,130万4千円とする（主な事業は別記）

議案第47号

工事請負契約の締結について
…庁舎・複合施設建設工事の工事請負契約の議決
　契　約　額：25億9,600万円（うち取引にかかる消費税の額2億3,600万円）
　契約相手方：田中建設（株）と（株）関組による特定建設工事共同企業体

９月定例会が９月１８日から２４日の７日間にわたり
開催され、全議案可決されました。

月9 定例会
令和7年9月18日～24日

議案第48号 令和７年度 池田町一般会計補正予算（第６号）
…１億7,322万4千円を追加し、予算の総額を48億8,452万8千円とする（主な事業は別記）

議案第49号 令和７年度 池田町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
…過誤納等に対する保険税還付金等で、21万３千円の補正

議案第50号 令和７年度 池田町介護保険特別会計補正予算（第２号）
…決算剰余金を基金に積み立てと、前年度補助金の返還金で、6,067万8千円の補正

議案第51号 令和７年度 池田町簡易水道事業会計補正予算（第２号）
…過年度損益修正損の補正

議案第52号 令和７年度 池田町下水道事業会計補正予算（第２号）
…下水道施設の通信回線の更新、及び設備等の修繕計画の策定経費の補正

議案第53号 池田町火入れに関する条例の一部改正について
…気象庁が用いる予報用語に合わせるための改正

議案第54号 農地等高度利用促進事業（池田清水谷地区）の計画変更について
…ほ場整備工事の事業量、事業費変更の議会議決

議案第55号 令和６年度池田町各会計歳入歳出決算の認定について
…地方自治法の規定により､ 前年度の決算の認定

議案第56号 令和６年度池田町公営企業会計利益の処分及び決算の認定について
…地方公営企業法の規定により､ 前年度の決算の認定

議案第57号
工事請負契約の締結について
…木質バイオマス施設建屋建設工事の工事請負契約の議決
　契　約　額：1億934万円（うち取引にかかる消費税の額994万円）
　契約相手方：（株）関組

議案第58号
財産の取得について
…そばの郷池田屋駐車場用地取得
　契　約　額：8,406,350円　契約相手方：（株）エアシーワ

議案第59号
　　　60号

固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて
小森　保之氏（稲荷）　徳南　博文氏（新保）　2名の選任同意

○９月定例会
・Jアラートシステムの更新����������������������������������������������������������������341万円
・特別養護老人ホーム幸寿苑の照明ＬＥＤ化補助金������������������������306万円
・木質チップ製造における破砕機、グラップルの導入��������������� 7,916万円

千円以下切り捨て

主 事 業な
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3 2池田町議会だより　第 35号 池田町議会だより　第 35号



佐
野
議
員
　
ま
ち
U
P
い
け
だ
、

観
光
公
社
、農
業
公
社
の
施
設
は
指

定
管
理
で
運
営
し
て
い
る
が
、担
当

課
長
が
経
営
や
運
営
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ま
で
直
接
関
与
し
て
動
か
す
の

は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

議
会
で
は
、指
定
管
理
制
度
の
趣

旨
を
踏
ま
え
て
、町
と
し
て
の
運

営
方
針
や
管
理
体
制
の
評
価
、方

向
性
を
議
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
町
長
　

今
後
、
議
会
の
委
員

会
な
ど
で
は
、
運
営
方
針
に
対
す

る
評
価
や
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性

を
中
心
に
整
理
す
る
。

総
務
財
政
課

宇
野
邦
弘
議
員
　
財
政
調
整
基

金
、
減
債
基
金
の
持
続
的
な
積
立

は
、地
方
交
付
税
に
影
響
無
い
か
。

総
務
財
政
課
長
　

基
金
に
つ
い

て
は
問
題
な
い
。
将
来
、
不
足
の

事
態（
災
害
）、
各
種
事
業
を
し
て

い
く
中
で
基
金
を
取
り
崩
す
場
面

も
あ
る
た
め
、
し
っ
か
り
と
貯
め

て
い
く
。

宇
野
一
正
議
員
　
国
道
4
7
6

号
の
道
路
沿
い
危
険
家
屋
の
対
応

に
つ
い
て
ど
う
す
る
の
か
。

農
村
政
策
課

富
田
議
員
　
清
水
谷
ト
ン
ネ
ル

で
の
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
な
ど
の

実
証
実
験
は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

農
村
政
策
課
長
　
湿
度
が
非
常

に
高
く
、
カ
ビ
な
ど
が
発
生
す
る

た
め
、今
後
は
取
り
組
ま
な
い
。

丸
石
議
員
　
令
和
6
年
度
か
ら

比
べ
る
と
か
ず
ら
橋
通
行
収
入
が

2
倍
に
増
え
て
い
る
中
で
、
道
場

側
の
料
金
所
し
か
無
く
、
観
光
客

が
戸
惑
う
の
で
し
く
み
を
見
直
し

て
は
ど
う
か
。

農
村
政
策
課
長
　
か
ず
ら
橋
周

辺
の
状
況
を
確
認
し
て
、
必
要
で

あ
れ
ば
考
え
た
い
。

丸
石
議
員
　
池
田
町
が
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
の
こ
っ
ぽ
い

屋
を
出
店
し
て
い
る
意
義
は
。

農
村
政
策
課
長
　
町
産
品
の
販

路
拡
大
と
池
田
町
フ
ァ
ン
拡
大
を

図
る
た
め「
こ
っ
ぽ
い
屋
」を
出

店
し
て
い
る
。
1
0
1
匠
の
会
の

出
荷
も
限
ら
れ
た
中
、
町
内
物
販

拠
点
で
の
需
要
の
高
ま
り
を
踏
ま

え
、
今
後
の
運
営
の
在
り
方
に
つ

い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

淸
水
議
員
　
10
月
か
ら
あ
そ
び

ハ
ウ
ス
、お
も
ち
ゃ
ハ
ウ
ス
の
職

員
が
1
人
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て

対
応
は
。

農
村
政
策
課
長
　
フ
ル
タ
イ
ム

で
の
職
員
を
確
保
出
来
て
い
る
。

忙
し
い
時
は
ま
ち
U
P
の
中
で
融

通
す
る
。

総
務
財
政
課
長
　
通
行
に
支
障

が
あ
れ
ば
道
路
管
理
者
の
方
で
処

置
を
す
る
が
、
危
険
家
屋
に
つ
い

て
は
所
有
者
や
集
落
で
対
応
し
て

も
ら
う
。

丸
石
議
員
　
避
難
所
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
町
民
体
育
館
に
、

エ
ア
コ
ン
の
導
入
が
必
要
で
は
な

い
か
。

総
務
財
政
課
長
　
町
民
体
育
館

の
エ
ア
コ
ン
導
入
は
、
他
の
市
町

の
情
報
収
集
し
な
が
ら
、
脱
炭
素

も
踏
ま
え
て
考
え
て
い
き
た
い
。

保
健
福
祉
課

宇
野
一
正
議
員
　

医
師
住
宅

の
今
後
の
活
用
等
に
つ
い
て
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
リ
フ
ォ
ー
ム

等
修
繕
で
活
用
出
来
る
よ
う
で
あ

れ
ば
そ
の
活
用
策
な
ど
を
検
討
す

る
。

教
育
委
員
会

松
井
議
員
　

池
田
町
で
検
討

さ
れ
て
る
義
務
教
育
学
校
と
、
小

中
一
貫
教
育
の
具
体
的
な
違
い
は
。

教
育
長
　

小
中
一
貫
教
育
は
、

大
き
く
3
つ
、
小
中
連
携
、
小
中

一
貫
、
義
務
教
育
学
校
に
分
け
ら

れ
る
。
義
務
教
育
学
校
は
全
く
1

つ
の
学
校
に
し
て
し
ま
う
。
校
長

は
1
人
、
職
員
室
も
1
つ
に
な
り
、

全
教
職
員
で
9
年
間
の
教
育
を
行

う
。木

望
の
森
づ
く
り
課

岡
村
議
員
　

林
業
費
の
支
障

木
伐
採
事
業
に
つ
い
て
、
間
伐
に

限
ら
れ
て
い
る
た
め
効
果
が
見

え
な
い
。
町
内
の
生
活
道
路
、
国

道
、
県
道
沿
い
も
イ
ン
フ
ラ
整
備

さ
れ
、交
通
量
も
増
え
て
い
る
。択

伐
や
列
状
間
伐
な
ど
で
よ
り
効

果
的
な
方
法
を
検
討
で
き
な
い
か
。

木
望
の
森
づ
く
り
課
長
　

こ
の

事
業
は
、
基
本
間
伐
で
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
以
外
の
方
法
と
な
る
と

伐
採
後
の
植
栽
が
義
務
付
け
ら
れ

て
し
ま
う
た
め
難
し
い
。

▲医師住宅

丸
石
議
員
　
消
防
設
備
点
検
に

つ
い
て
、池
田
町
は
点
検
後
の
改

善
指
摘
に
対
し
て
の
改
善
報
告
が

す
べ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、近
年
3
年
間
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、旧
池
田
分
校
の
消
防
設

備
の
管
理
は
役
場
が
行
っ
て
い
る

の
か
。

一
般
会
計

総
務
財
政
課

総
務
財
政
課
長
　
役
場
の
施
設

に
つ
い
て
は
、
業
者
に
依
頼
し
消

防
署
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
点
検

報
告
を
行
っ
て
い
る
。
旧
池
田
分

校
に
つ
い
て
は
、
現
在
使
用
し
て

い
な
い
の
で
除
外
し
て
い
る
。

丸
石
議
員
　
投
票
立
合
に
つ
い

て
、猛
暑
で
の
対
応
・
人
員
確
保
・

人
件
費
等
を
考
慮
し
て
投
票
時
間

の
短
縮
な
ど
を
検
討
で
き
な
い
か
。

総
務
財
政
課
長
　
期
日
前
投
票

の
時
間
は
、
総
務
省
か
ら
の
指
示

な
の
で
変
更
は
難
し
い
。
当
日
の

投
票
時
間
に
つ
い
て
は
、
県
の
選

挙
管
理
委
員
会
と
の
調
整
が
必
要

で
あ
る
。

宇
野
邦
弘
議
員
　
地
域
交
通
で

あ
る
福
鉄
バ
ス
の
利
用
者
は
何
人

程
度
か
。

総
務
財
政
課
長
　
福
鉄
バ
ス
の

利
用
者
数
は
、
主
に
10
人
程
度
の

高
校
生
が
利
用
し
て
い
る
。

宇
野
邦
弘
議
員
　
障
が
い
者
や

高
齢
者
で
も
乗
車
し
や
す
い
バ
ス

を
使
用
し
デ
マ
ン
ド
交
通
で
運
営

し
て
い
る
市
町
も
あ
る
が
池
田
町

で
も
検
討
し
な
い
の
か
。

総
務
財
政
課
長
　
現
在
使
用
し

て
い
る
町
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
ノ

ン
ス
テ
ッ
プ
で
は
な
い
。
乗
車
人

数
が
少
な
け
れ
ば
乗
車
し
や
す
い

小
型
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
。
デ

マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て
は
、
近

隣
市
の
取
組
み
を
注
視
し
た
い
。

佐
野
議
員
　

高
齢
者
向
け
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購
入
支
援
事
業
に

つ
い
て
、デ
ジ
タ
ル
化
推
進
が
目

的
で
あ
れ
ば
、高
齢
者
だ
け
で
は

な
く
広
く
町
民
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
は
ど
う
か
。

総
務
財
政
課
長
　

ま
ず
は
、
高

齢
者
に
デ
ジ
タ
ル
に
慣
れ
て
い
た

だ
き
た
い
。
昨
年
は
ス
マ
ホ
教
室

を
10
回
程
度
開
い
て
い
る
が
、
さ

ら
に
開
催
し
て
い
く
。
い
ろ
ん
な

人
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

検
討
す
る
。

　
岡
村
議
員
　
お
祭
り
広
場
の
管

理
費
に
周
り
の
水
路
管
理
も
入
っ

て
い
る
の
か
。

町
土
整
備
課
長
　
水
路
は
入
っ

て
い
な
い
。
管
理
対
象
は
、
樹
木

の
剪
定
・
雪
囲
い
の
設
置
及
び
撤

去
・
広
場
の
草
刈
の
み
。

町
土
整
備
課

公
営
企
業
会
計
決
算
書

丸
石
議
員
　
更
新
時
期
を
迎
え

る
管
路
が
増
加
し
、人
口
減
少
に

よ
り
収
入
は
減
っ
て
い
く
。今
後
、

料
金
負
担
を
増
や
す
前
に
、町
の

方
針
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
土
整
備
課
長
　
料
金
改
定
に

つ
い
て
は
、
経
営
戦
略
会
議
の
中

で
財
政
を
含
め
た
検
討
を
行
う
。

本
年
度
中
に
審
議
会
を
立
ち
上
げ

る
予
定
。

岡
村
議
員
　
ウ
ッ
ド
ラ
ボ
遮
熱

塗
装
工
事
に
つ
い
て
、こ
の
特
殊

塗
料
は
町
内
の
一
般
的
な
倉
庫
等

に
普
及
が
可
能
な
工
事
な
の
か
。

脱
炭
素
む
ら
づ
く
り
課

脱
炭
素
む
ら
づ
く
り
課
長
　

　
同
じ
よ
う
な
構
造
物
で
あ
れ
ば

施
工
は
可
能
だ
が
通
常
の
塗
料
に

比
べ
高
額
と
な
る
。

宇
野
一
正
議
員
　
軽
自
動
車
税

未
納
件
数
は
。

住
民
税
務
課
長
代
理
　

軽
自

動
車
税
の
未
納
に
つ
い
て
は
26
件

の
未
納
が
あ
り
、
督
促
状
等
で
対

応
し
て
い
る
。

佐
野
議
員
　
新
婚
生
活
補
助
事

業
と
し
て
40
万
円
計
上
し
て
い
る

が
池
田
町
に
住
む
人
だ
け
に
出
る

の
か
。 住

民
税
務
課

保
健
福
祉
課

質 疑 応 答
宇野一正
富田重弘

松井靖明
淸水龍司

宇野邦弘
丸石純一

委　員

委員長 岡村　祐 佐野和彦副委員長

予算常任委員会

▲かずら橋

質 疑 応 答
宇野邦弘
丸石純一

宇野一正
岡村　祐

佐野和彦
松井靖明

委　員

委員長 富田重弘 淸水龍司副委員長

決算常任委員会

▲管路整備

▲ウッドラボ遮熱塗装

施
政
方
針

議

案

委
員
会
審
議

一
般
質
問 

施
政
方
針

議

案

委
員
会
審
議

一
般
質
問
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■  一般質問とは、議員が町行財政全般にわたって、自らの意見を述べ、執行機関に見解を求めるものです。

保
健
福
祉
課
長
　
こ
の
制
度
は

福
井
県
の
制
度
で
あ
り
、
県
内
ど

こ
の
市
町
で
も
婚
姻
届
け
を
出
し
、

住
所
要
件
等
を
満
た
せ
ば
同
額
支

給
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。

宇
野
一
正
議
員
　

健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

使
用
料
を
他
の
健
康
対
策
に
使
用

し
て
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
脳
べ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
ア
プ
リ

を
活
用
し「
歩
く
こ
と
で
脳
を
活

性
化
す
る
取
組
み
」が
、
令
和
５

年
の
実
証
実
験
で
好
評
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
令
和
６
年
度

か
ら
町
の
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
の
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
の
委
託
料
に
つ
い
て
は
今
後

の
動
向
を
見
据
え
る
必
要
が
あ
る
。

淸
水
議
員
　
池
田
町
の
介
護
タ

ク
シ
ー
が
閉
業
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
聞
い
た
が
、新
た
な
介
護
タ

ク
シ
ー
業
者
は
い
な
い
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
町
外
の
介
護

タ
ク
シ
ー
を
営
業
し
て
い
る
業
者

か
ら
案
内
は
あ
る
が
、
池
田
町
内

か
ら
は
、現
在
は
聞
い
て
い
な
い
。

丸
石
議
員
　
商
工
会
へ
の
補
助

事
業
に
つ
い
て
、実
績
報
告
か
ら

補
助
額
以
上
の
取
組
み
が
あ
っ
た
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、商
工
事

業
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

し
て
は
相
当
に
効
果
を
上
げ
て
お

り
、「
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
」と
評

価
す
る
。

農
村
政
策
課
長
　
補
助
金
の
主

な
内
訳
と
し
て
は
、
揖
斐
川
町
商

工
会
と
合
同
で
行
っ
た
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
で
、
他
の
新
事
業
は
イ
ン

ス
タ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
の
経
費
で
あ

る
。
町
と
し
て
は
、
新
た
な
来
町

者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
、
店
舗

づ
く
り
や
商
品
開
発
な
ど
に
活
用

を
広
げ
て
ほ
し
い
。

富
田
議
員
　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

だ
け
で
満
足
し
て
い
な
い
と
評
価

す
る
の
で
あ
れ
ば
、取
組
み
内
容

を
都
度
チ
ェ
ッ
ク
し
指
導
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

農
村
政
策
課
長
　
令
和
６
年
度

に
つ
い
て
、
そ
の
年
度
途
中
で
の

経
過
報
告
に
対
し
指
導
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
。
令
和
７
年
度
も
昨

年
と
ほ
ぼ
同
じ
活
動
内
容
な
の
で

商
工
会
と
話
を
す
る
。

農
村
政
策
課

宇
野
一
正
議
員
　
田
代
か
ら
河

内
に
か
け
て
の
山
の
木
が
虫
の
影

響
で
枯
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
対
策
は
な
い
の
か
。

木
望
の
森
づ
く
り
課
長
　

ナ
ラ

枯
れ
に
つ
い
て
は
、
10
年
で
元
に

戻
る
と
聞
い
て
い
る
。今
後
注
視
し

な
が
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
。

佐
野
議
員
　
ウ
ッ
ド
ラ
ボ
の
商

品
開
発
デ
ザ
イ
ン
委
託
料
の
内
容

は
。木

望
の
森
づ
く
り
課
長
　

職
員

と
製
品
企
画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
合

計
12
回
に
わ
た
り
協
議
し
、
広
葉

樹
を
活
用
し
た
商
品
開
発
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
検
討
・
整
理
、
今
後

の
取
組
の
方
向
性
を
定
め
た
も
の

で
あ
る
。

木
望
の
森
づ
く
り
課

淸
水
議
員
　
図
書
購
入
つ
い
て
、

１
０
０
０
冊
購
入
し
て
２
０
０
冊

除
籍
本
と
の
こ
と
で
、新
庁
舎
の

書
籍
収
納
場
所
が
今
あ
る
図
書
室

よ
り
も
小
さ
く
な
り
入
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　

現
状

で
も
す
べ
て
の
書
籍
の
開
架
は
で
き

て
い
な
い
。
新
施
設
に
お
い
て
ど
う

配
置
す
る
か
は
現
在
検
討
し
て
い
る
。

丸
石
議
員
　
い
け
だ
の
宝
探
し

企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
と
の
こ
と
だ

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
。今
後
は
ど

の
よ
う
な
構
想
が
あ
る
の
か
。

教
育
委
員
会
局
長
　
募
集
の
要

項
・
ポ
ス
タ
ー
等
を
作
り
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
た
も
の
で
あ
る
。

今
後
は
、
町
民
文
化
祭
で
、
取
組

み
の
説
明
や
集
ま
っ
た「
宝
」の

紹
介
展
示
を
行
う
。

教
育
委
員
会

（
宇
野 

邦
弘
）

年
間
予
算
の
７
％
総
額
３
億

円
余
が
繰
越
に
な
っ
て
い
る
。

地
方
自
治
法
の
会
計
年
度
独

立
の
原
則
の
例
外
と
し
て
認

め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
繰
越

が
多
す
ぎ
る
。
ま
た
、
不
要

額
が
予
算
総
額
の
3
・
5
％
、

中
で
も
民
生
費
や
教
育
費
は

各
予
算
の
6
％
以
上
も
不
要

額
と
な
っ
て
い
る
。
改
善
す

べ
き
。
自
衛
隊
が
米
軍
と
共

に
、
敵
基
地
攻
撃
共
同
訓
練

を
す
る
な
ど
、
憲
法
を
踏
み

に
じ
る
舞
台
に
か
わ
っ
て
い

る
中
で
、
自
衛
隊
に
対
象
者

名
簿
提
供
業
務
に
出
費
し
て

い
る
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。

一 般一 般
質 問質 問

い っ ぱ ん し つ も ん

答 

農
村
政
策
課
長

お
も
ち
ゃ
ハ
ウ
ス
及
び
あ

そ
び
ハ
ウ
ス
は
株
式
会
社
ま

ち
U
P
と
指
定
管
理
契
約
し

運
営
を
委
託
し
て
い
る
。人
員

の
確
保
と
運
営
体
制
の
整
備

は
同
社
の
責
任
で
行
わ
れ
る
。

確
認
し
た
と
こ
ろ
、現
時
点
で

人
手
不
足
で
営
業
に
問
題
が

生
じ
る
状
況
で
は
な
い
。

ま
た
、あ
そ
び
ハ
ウ
ス
に
お

い
て
ス
タ
ッ
フ
が
不
足
す
る

際
に
は
他
部
署
か
ら
応
援
に

入
る
な
ど
、会
社
全
体
で
人
員

配
置
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

次
に
、あ
そ
び
ハ
ウ
ス
が
別

棟
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
利
便

性
の
悪
さ
を
解
消
し
、施
設
全

体
の
魅
力
向
上
を
図
る
も
の
。

設
計
者
と
運
営
ス
タ
ッ
フ

が
意
見
交
換
を
行
い
、運
営
面

の
効
率
化
と
管
理
負
担
軽
減
、

利
用
者
の
安
全
確
保
、サ
ー
ビ

ス
水
準
向
上
を
反
映
さ
せ
て

い
る
。

意
見 社

員
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
働

き
方
も
踏
ま
え
、い
ろ
ん
な
方

の
意
見
を
聞
い
て
い
た
だ
き

た
い
。

問 

「
生
命
に
優
し
い
米
づ
く

り
」を
廃
止
し
て
ま
で
導
入
し

た
意
図
に
つ
い
て
説
明
し
て

ほ
し
い
。池
田
町
の
新
た
な
ブ

ラ
ン
ド
に
育
て
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
、町
と
し
て
販

売
戦
略
や
取
組
農
家
へ
の
補

助
金
に
込
め
た
思
い
を
伺
う
。

答 

農
村
政
策
課
長

　
従
来
の「
生
命
に
や
さ
し
い

米
づ
く
り
」か
ら
移
行
し
た
意

図
は
三
点
あ
る
。
１
点
目
は
品

質
や
環
境
配
慮
を
可
視
化
し
、

信
頼
と
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高

め
る
こ
と
。
２
点
目
は
勘
や
経

験
に
頼
ら
ず
、科
学
的
デ
ー
タ

に
基
づ
く
高
度
平
準
化
を
進

め
る
こ
と
。
３
点
目
は
生
産
者

の
誇
り
を
醸
成
し
、消
費
者
の

共
感
を
得
る
体
制
に
す
る
こ

と
。
販
売
戦
略
と
し
て
は
、
認

証
シ
ー
ル
や
Q
R
コ
ー
ド
で

栽
培
情
報
を
発
信
し
、マ
ス
コ

ミ
へ
も
積
極
的
に
情
報
提
供

し
て
い
る
。町
内
の
看
板
類
に

つ
い
て
も
更
新
を
検
討
し
て

「
未
来
へ
耕
す
池
田
米
」

に
つ
い
て

問 

６
月
議
会
で
あ
そ
び
ハ
ウ

ス
、
お
も
ち
ゃ
ハ
ウ
ス
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
改
装
企
画
予

算
が
計
上
さ
れ
た
が
、現
在
人

手
不
足
で
、運
営
が
困
難
に
な

る
懸
念
が
あ
る
。

改
装
を
進
め
る
の
で
あ
れ

ば
、人
手
不
足
対
策
も
同
時
に

検
討
す
べ
き
。

人
材
確
保
は
第
3
セ
ク

タ
ー（
企
業
側
）が
考
え
雇
う

も
の
だ
が
、状
況
や
営
業
日
数

が
制
限
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば

町
も
口
を
は
さ
む
べ
き
。

第
3
セ
ク
タ
ー
と
の

関
わ
り
方
、運
営
に

つ
い
て

淸水 龍司 議員

丸石 純一 議員

反
対

討
論

決
算
認
定

宇野 邦弘 議員

▲ウッドラボ

▲中学生による、池田の宝探し

▲ツドエル２階の図書館

い
る
。販
売
ル
ー
ト
は
７
割
が

直
接
販
売
で
あ
り
、町
が
一
元

的
な
戦
略
を
立
て
る
の
は
難

し
い
が
、今
後
一
本
化
の
動
き

が
あ
れ
ば
支
援
を
検
討
す
る
。

ま
た
補
助
金
は
、検
査
や
土
壌

分
析
の
経
費
で
あ
る
。

問 

池
田
町
に
お
け
る
義
務
教

育
学
校
の
検
討
に
つ
い
て
、
進

捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
を
確

認
し
た
い
。
特
に
、
義
務
教
育

学
校
の
強
み
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
、
特
色
あ
る
教
育
を
実
現

し
て
い
く
の
か
を
伺
い
た
い
。

答 

教
育
長

　

当
初
は
本
年
度
末
ま
で
を

検
討
期
間
と
し
て
い
た
が
、よ

り
丁
寧
な
検
証
を
行
う
た
め
、

１
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し

た
。
来
年
度
に
は
、
小
中
合
同

で
の
体
育
祭
な
ど
を
行
い
、保

護
者
や
地
域
の
方
々
に
も
ご

覧
い
た
だ
き
、設
置
の
可
否
を

判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
義
務
教
育
学

校
へ
の
移
行
に
よ
り
、教
員
の

小
中
相
互
乗
り
入
れ
が
容
易

に
な
る
こ
と
や
、
教
科
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
柔
軟
に
編
成
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
な
ど
、

池
田
町
独
自
の
特
色
あ
る
教

育
を
推
進
す
る
上
で
多
く
の

利
点
が
あ
る
。

義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て

学
校
給
食
無
償
化
に

つ
い
て

問 

県
内
６
自
治
体
が
給
食
完

全
無
償
化
を
、３
自
治
体
が
半

額
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

池
田
町
で
も
完
全
無
償
化
に

踏
み
切
る
よ
う
に
。

　
ま
た
、全
国
で
は
41
自
治
体

が
全
国
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

協
議
会
に
参
加
し
て
い
る
。池

田
町
も
加
入
し
、有
機
食
材
の

さ
ら
な
る
有
効
活
用
を
図
る

よ
う
に
。

答 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

１
食
当
た
り
の
給
食
単
価

は
県
内
で
も
比
較
的
高
く
、質

の
良
い
給
食
と
言
え
る
。

　

年
間
食
材
費
の
う
ち
町
が

３
７
３
万
円
負
担
し
て
お
り
、

保
護
者
負
担
は
５
３
２
万
円

に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

　

全
国
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

協
議
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て

は
、給
食
の
有
機
化
は
地
域
の

農
業
基
盤
と
連
携
す
べ
き
と

考
え
て
お
り
、参
加
は
行
わ
な

い
。

学
校
現
場
で
の
調
査

な
ど「
香
害
」へ
の
対
応

に
つ
い
て

問 
日
本
臨
床
環
境
医
学
会
の

調
査
結
果
で
は
、
洗
剤
等
の

「
香
害
」で
、小
学
低
学
年
6
・

8
％
、
高
学
年
で
11
・
2
％
、

中
学
生
で
は
12
・
9
％
が
、腹

痛
、吐
き
気
な
ど
を
訴
え
て
い

る
。町
で
こ
う
し
た
調
査
は
で

き
な
い
か
。

　
公
的
空
間
で
の「
香
害
」へ

の
対
応
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
「
香
害
」に
よ
る
体
調
不
良

に
つ
い
て
現
在
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

冠
山
林
道
の
通
行
止
め

解
除
の
め
ど
は

問 

池
田
町
側
で
、
山
肌
か
ら

の
落
石
の
危
険
性
が
る
と
の

理
由
で
通
行
止
め
と
な
っ
て

い
る
が
、開
通
の
目
途
は
。

答 

木
望
の
森
づ
く
り
課
長

山
肌
の
転
石
は
国
有
林
内

の
た
め
、林
野
庁
に
対
策
工
事

を
要
望
し
て
い
る
が
、現
時
点

で
は
具
体
的
な
対
応
の
回
答

は
得
て
い
な
い
た
め
、開
通
の

目
途
は
立
っ
て
い
な
い
。

施
政
方
針

議

案

委
員
会
審
議

一
般
質
問 

施
政
方
針

議

案

委
員
会
審
議

一
般
質
問
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編集後記
町
内
の
国
道
を
中
心
と
し
た

道
路
整
備
も
完
了
し
、い
よ
い
よ

新
庁
舎
複
合
施
設
の
建
設
に
向

け
、10
月
１
日
に
安
全
祈
願
祭
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ「
ま
ち
整
備
か
ら
ま

ち
育
て
」が
本
格
的
に
動
き
出
し

た
と
の
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
が
安
心
安
全
で

暮
ら
せ
る
た
め
に
、そ
し
て
先
進

的
で
充
実
し
た
小
数
社
会
の
構

築
の
た
め
の
拠
点
と
し
て
、新
庁

舎
複
合
施
設
の
完
成
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

�

（
宇
野
一
正
）

９
月
定
例
会
の
足
羽
川
ダ
ム
対

策
特
別
委
員
会
で
、
事
業
の
進
捗
状

況
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
打
設
率
は
78
・
6
％

と
な
り
、
い
よ
い
よ
ダ
ム
全
体
の
姿

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
完
成
に
向
け

て
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
下

流
域
の
洪
水
対
策
機
能
の
向
上
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

足
羽
川
ダ
ム
本
体
工
事

進
捗
に
つ
い
て

▲足羽川ダム本体工事

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
淸
水
　
龍
司

副
委
員
長
　
宇
野
　
一
正

委
　
　
員
　
丸
石
　
純
一

委
　
　
員
　
富
田
　
重
弘

委
　
　
員
　
岡
村
　
　
祐

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
松
井
　
靖
明

10
月
１
日
に
新
し
い
庁
舎
複
合

施
設
の
建
設
に
あ
た
り
、
安
全
祈
願

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
や
関
係

者
が
工
事
の
安
全
と
無
事
故
を
祈

り
、
地
域
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。
庁
舎
は
行
政
機

能
だ
け
で
な
く
、
図
書
館
や
交
流
施

設
と
し
て
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。 ▲庁舎複合施設工事安全祈願祭

庁
舎
複
合
施
設
工
事

安
全
祈
願
祭

揖斐川町議会・池田町議会　
クラウンロード（R417）改良整備促進期成同盟会設立
　10月17日の揖斐川町と池田町の議員交流会におい
て、徳山ダム～横山ダム区間の道路改良、志津原～徳
山ダム区間の携帯電話の通話区間拡大などを目的に、
双方の議員を中心とした新たな同盟会を設立しました。
　今後は、安全性、機能の向上の実現に向け、国や県
などの関係機関に対し要望活動を実施してまいります。

▲同盟会設立
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